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異性から無理やり性交された経験（女性のみ）
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84.8 7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人からあった 2人以上からあった まったくない 無回答

異性から無理やり性交された経験がある女性 7.8%

H29.12月無作為抽出調査、有効回収数3,376（うち女性1,807人）、回収率67.5％

内閣府 男女間における暴力に関する調査（平成29年12月実施）より作成

（約13人に1人）
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加害者との関係
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無回答
全く知らない人

その他
生活施設の関係者

地域活動や習い事の関係者
SNS等で知り合った人

上記以外の親戚
養親・継親・親の交際相手

実親
職場・アルバイト先の客

兄弟姉妹
学校・大学関係者

職場・アルバイト先の関係者
交際相手・元交際相手

配偶者・元配偶者

内閣府 男女間における暴力に関する調査（平成29年12月実施）より作成

（%）

親、養親、親の交際相手、兄弟、親戚等
「性虐待」に該当しそうなもの

合計約10％として
全女性の0.78％

（129人に1人）

配偶者または元配偶者、交際
相手または元交際相手からの

性暴力



コロナによるStay homeが与えた影響

 女性

 DVのエスカレート

 息継ぎの時間がなくなった

 経済的暴力、心理的暴力の自覚

 相談しにくくなったが、相談件数は増加

 子ども

 面前DVを含む虐待のエスカレート

 家出→セイフティネットの機能低下（保健室、ネットカ
フェ）→SNS、泊め男

 経済的困窮、コロナによる受診控え→中期中絶、望まない
出産
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Summary of effect size estimates for selected 
health outcomes and intimate partner violence
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WHO Global and regional estimates of Violence Against Women, 2013.
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無職者、とくに主婦、年金・雇用保険生活者の自殺が増加。
→DVのエスカレート？
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Early
Death

Disease, 
Disability, and 

Social 
problems

Adoption of Health-
risk Behavior

Social, Emotional,
Cognitive Impairment

Disrupted 
Neurodevelopment

Adverse Childhood Experiences 

(ACEs) 幼少時の逆境体験 出生

死Association 
between ACEs 
and negative 
outcomes

American Journal of Preventive Medicine, 14;245–258, 1998.

疾病、障害、社会的問題

健康を害する行動

社会的・情動的・
認知の障害

神経発達の混乱

幼少時の逆境体験が
生涯にわたる健康と
Well-beingに
影響を与える仕組み

虐待（面前DV含む）、親の精神疾患・離婚・服役など
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Miller TR, Taylor DM. Adolescent Suicidality: Who Will Ideate, Who Will Act? 
Suicide and Life-Threatening Behavior 2005:35:425-435.

✓ これらの行動が1つある若者
の自殺リスクは2.3倍

✓ ６つあると227.3倍
✓ とくに「危険な性行動」はリス
クが高い

「健康を害する行動」

飲酒、喫煙、薬物、
危険な性行動、
暴力、摂食障害

健康を害する行動と
自殺の関係



10代妊娠の転帰

9

人工妊娠中絶, 13,588, 

60.8%婚姻期間が9か月未満の第1子出生, 

3,948, 17.7%

婚姻期間が9か月以上の第1子出生, 

1,327, 5.9%

第2子以上の出生（嫡出子）,

807, 3.6%
婚姻していない出産（非嫡出）, 

2,696, 12.1%

厚生労働省 平成30年衛生行政報告例および人口動態統計より作成
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母の年齢階級別にみた非嫡出子出生割合の推移
（母の各年齢階級別出生数に対する割合）
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母子世帯の母の就業状況と母の最終学歴

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

大学・大学院

専修学校等

高専

短大

高校

中学校

総数

正規雇用 派遣社員 パート・アルバイト 会社役員 自営業 家族従業者 その他 不就業 不詳

厚生労働省 全国ひとり親世帯等調査結果報告（平成28年度）
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母子世帯の母の年間就労収入（最終学歴別）
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その他 120万円

大学・大学院 303万円

専修学校等 257万円

高専 254万円

短大 205万円

高校 171万円

中学校 117万円

総数 201万円

100万円未満 100～200万 200～300万 300～400万 400万以上

↑
平均年間
就労収入

厚生労働省 全国ひとり親世帯等調査結果報告（平成28年度）
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望まない妊娠
性感染症

予定外の出産
望まない出産

貧困

離婚
ひとり親家庭

貧困

機能不
全家族
虐待

子どもが
居場所探し、
生活基盤の

喪失

同意のない性交
無防備な性交

性暴力・性的搾取

デートDV
家出・SNS
性産業

ステップ家族

DV

自傷・自殺
摂食障害
薬物・依存
いじめ・暴力
不登校
ひきこもり
家庭内暴力

家庭での養育社会的
養育

望まない妊娠・貧困・暴力の世代間連鎖
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全家族
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子どもが
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無防備な性交

性暴力・性的搾取

デートDV
家出・SNS
性産業

ステップ家族

DV

自傷・自殺
摂食障害
薬物・依存
いじめ・暴力
不登校
ひきこもり
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家庭での養育社会的
養育

望まない妊娠・貧困・暴力の世代間連鎖

性暴力被害
ワンストップ
支援センター

婦人保護

ひとり親家庭
支援

妊娠SOS
民間シェルター

保健室
母子保健
里親あっせん

居場所

民間シェルター
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セクハラ等による性暴力は減少、家出後の性的搾取や家庭内
での性暴力の相談が増加？（自殺のハイリスクでもある。）



ACEs
↓
家庭問題の継続
（女性の自殺に影響大）
↓
コロナによるエスカレート
↓
援助希求先の機能低下

若年層の自殺
若年層の自殺未遂原因

1年以内の自殺念慮者・未遂者の相談相手
（女性・年齢階層別）

日本財団いのち支える自殺
対策プロジェクト
「日本財団第3回自殺意識
調査」報告書（2019年3
月）より引用
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まとめ

 平時に存在したDVの深刻化、経済的・心理的暴力の認知

 面前DV含む虐待の深刻化

 セクハラ↓、性虐待・性的搾取↑

 不安定な就労を直撃、給付や支援が間に合わない

 援助希求先の機能の低下（電話、休校、家出後の居場所、
福祉の入り口）

 経済的理由および/または受診控えによる医療機関へのアクセ
ス低下
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自殺、中期中絶、（今後）予期せぬ出産？

Outcomeとして・・・


